
●令和７年度農業ふれあい体験事業　参加者アンケート結果

１．事業の参加目的について（複数回答可）回答１５組／１８組

２．農業体験による意識の変化について（複数回答可）回答１４組／１８組

・アンケートの結果は、こども・保護者ともに「生産者への感謝を感じられるよう

になった」が最も多く、次いで「福島市産の野菜を積極的に選ぶようになった」が

続いた。

これらの結果から農業体験が地域農業への関心と理解を深め、地場農産物消費に

繋がったことを示している。

・こどもの「その他」の回答には「形の悪い野菜や虫食いがある野菜もいい野菜だ

と分かった」 「野菜がどのようにして出来るかを学べた」といったような、生産

過程の実体験に基づく学びが表れている。

（件）


